
AIを活用した呼吸器病・消化器病・周産期疾病の早期発見技術の開発（畜産・酪農分野） 

 

耳標型音声センサの開発と音声データから 

豚の呼吸器病を識別する手法の開発 

 

技術開発のねらい 

養豚では、豚繁殖・呼吸障害症候群（PRRS）やマイコプラズマ肺炎など、呼吸器病の蔓延による経済

損失が大きな問題となっています。一方で、大規模化が進み省力化が求められる状況下において、多頭

数の豚群から個々の疾病兆候を早期に発見することは困難です。この問題を解決するため、センサによ

りバイタルサインをとらえ、人工知能を活用して疾病の兆候を自動的に検知することで、疾病を早期発見

し損耗を回避する技術の開発が求められています。本成果は、新たに豚の体内伝導音を取得する音声

センサを開発し、アウトプット目標である豚呼吸器病の早期発見への応用可能性を示しました。 

 

開発成果の特長： 

ピエゾセンサにより呼吸音のデータを得ることができる耳標型音声センサを開発しました（写真 1）。また、

豚呼吸器病の実験モデルとして、PRRS ウイルスを接種した豚で試作センサを用い経時的に音声データ

の収録を行ったところ、臨床的に明らかな呼吸器症状は 7 日前後から観察されましたが、センサデータを

音響学的手法であるゼロクロス法および周波数特性の概形が反映されるメル周波数ケプストラム係数で

解析すると、接種 3 日後から有意な差として検出することができます（図 1）。 

 

 

 

 

 

 

今後の展開方向・見込まれる波及効果等： 

本成果は、豚に装着できる耳標型音声センサの開発と音声センサから取得された体内伝導音の解析

により、豚呼吸器病の早期発見システムへの応用が可能であることを示すもので、センサの改良を進め

実証試験を重ねることで今後の実用化が期待できます。 
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写真１ 
耳標型音声センサ 
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